
▼
�

　ホームページ http://www.city.inagi.tokyo.jp/�
　携帯電話版 http://www.city.inagi.tokyo.jp/i/�
　（左のバーコードを読み取り機能付き携帯電話で読み取ってください）�

発行　東京都稲城市　編集　秘書広報課広報広聴係　〒206-8601　東京都稲城市東長沼2111　1042－378－2111　5042－377－4781

2009
平成21年�

第1003号� 3.15
毎月1日・15日発行�

市の木�
「イチョウ」�

�

長期総合計画�
特集号�

問い合わせ�
企画部長期総合計画担当�
△
�

　市では、第一次から第三次にわたる長期総合計画を策定し、
これらの計画に基づきまちづくりを進め、交通の利便性や良
好な環境を基盤とした首都圏の近郊都市として発展してきま
した。２２年度に第三次長期総合計画が期間満了を迎えること
から、新しい時代を展望し、これからの地域社会を持続的に
発展させていくために、将来のまちづくりの指針となる新た
な長期総合計画を策定しています。新たな長期総合計画の策
定に際し市民の皆さんから寄せられたご意見・ご提案などを
紹介するとともに、これまでよりも多くのご意見やご提案を
計画に取り入れるため設置した「市民会議」での検討状況に
ついて、紹介します。

▽問い合わせ　企画部長期総合計画担当

市市民民のの皆皆ささんんののごご意意見見・・ごご提提案案
　市民会議とは別に市の将来やまちづくりに関することについて、ご意見・
ご提案を募集しています。
　これまでに頂いたご意見などは３３件で、概要は表２のとおりです。
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 内容

市民会議

地区別 ･
団体別懇談会

市民意識調査

意見の募集

長期総合計画
審議会

策定委員会
（庁内組織）

※１　地区別・団体別懇談会は、上記以外の時期に行う場合もあります。
※２　調査用紙が届いた方は、ご協力をお願いします。
※３　市民会議提言書（中間取りまとめ）について、ご意見を募集します。
※４　基本計画（素案）について、ご意見を募集します。

※ご意見・ご提案のある方は、市ホームページ「あなたの声をお聞かせく
ださい」内、長期総合計画への提案のページまたは手紙など（様式は自由）
の書面で長期総合計画担当まで提出してください。

表２　はがきやメールなどによる市民の意見・提案

主な意見の内容分野

少子化対策への重点的取り組み、老人対策の拡充保健 ･医療 ･福祉

学校図書館に司書を、給食費未納問題対策、長峰地区に児童館を子育て ･教育 ･生涯学習

農業の活性化、グリーンエネルギーに対する補助制度、公園に
木陰を、長峰地区に小規模スーパーを

安全安心 ･環境 ･産業

環境に配慮した開発、自転車で移動できる街に、坂浜平尾土地
区画整理事業の推進、半径５００ｍ以内で暮らせるまち
自然を大切にし水と健康に寄与するまちづくり、安心して通れ
る道路、鶴川街道の道路拡張、新市街地の開発よりも既成市街
地の再開発を、交通改善（中央自動車道への乗り入れ、バスの
増便）、南山開発反対、南山の墓地を希望

都市基盤整備

背伸びしない確実な市政を、川崎市との協定により平尾に潤い
を、教育 ･人材 ･経済 ･環境で成果を上げるための行政間の地
域連携

その他

ごご覧覧くくだだささいい
市市民民会会議議だだよよりり

　市民会議の様子や議論の概要をお知
らせするため発行している市民会議だ
よりは、市ホームページでご覧いただ
けます。最新号は、平尾・若葉台出張
所、各文化センター、中央図書館でご
覧いただけます。

※１

※２

※３ ※４

将将 来来 のの まま ちち づづ くく りり
～～新新たたなな長長期期総総合合計計画画のの策策定定～～

市市民民会会議議ででのの検検討討状状況況
　２０年７月３１日に第１回市民会議を開催して以降、長期総合計画策定に関
する提言書の作成に向けて、議論を重ねています。
　会議の中で、「今後の稲城市のあるべき姿」や「将来都市像と基本目標
の検討」というテーマでフリー討論を実施し、その中で「緑」「産業」
「にぎわい・交通」「福祉・医療」「災害」「コミュニティ」の６つがキ
ーワードとして取り上げられました。第６回市民会議以降、それら６つの
キーワードから、「みどり」「福祉」「地域コミュニティ」の３つの分科
会に分かれて、それぞれのテーマに沿った議論を重ねています（表１参照）。

▽第一分科会「みどり」
　「みどりの保全」をメインに公園、市街地、公共交通、河川、農地、防
災などを関連課題として議論しています。

▽第二分科会「福祉」
　子育て支援、高齢者・障害者福祉、医療（病院）の充実、教育の充実など、
福祉や医療、教育を中心に議論しています。

▽第三分科会「地域コミュニティ」
　産業振興、就労の場の創出、交通利便性の向上、にぎわいの創出、安全・
安心できる地域社会づくり、市民の文化 ･スポーツ活動など多彩な内容を
議論しています。

表１　各分科会における討論テーマ

第三分科会
「地域コミュニティ」

第二分科会
「福祉」

第一分科会
「みどり」

分科会
回

地域コミュニティづくり
の方法子育てこれからの分科会討論の

進め方第６回

安全 ･安心な地域
（防災 ･防犯）障害者森林の保全と管理第７回

スポーツを通じたコミュ
ニティづくり医療景観

（開発と緑の豊かさ）第８回

街のにぎわいづくりと
産業子育て市街地の緑

（街路樹 ､個人の庭の緑）第９回

交通利便性の向上高齢者公園第１０回

地域コミュニティづくり
に向けて教育河川（防災も含む）第１１回

提言書作成・検討男女平等農地第１２回

各分科会としての提言書作成・検討第１３回

〔全体会〕提言書の中間まとめ（検討）第１４回

〔全体会〕提言書の中間まとめ（決定）　※３月下旬に開催を予定第１５回

（（仮仮称称））第第四四次次長長期期総総合合計計画画策策定定ススケケジジュューールル（（予予定定））
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２１・３・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（２）

最最優優秀秀賞賞

優優秀秀賞賞 優優秀秀賞賞

優優秀秀賞賞
未来へ（緑いっぱい稲城）

城山小学校 和田 絵宙さん

未来の稲城の風景
稲城第一小学校 萩原 聖美さん

未来の稲城
稲城第三小学校 五味 晶彦さん

お年寄りや子どもたちの笑顔が
光る町－稲城 城山小学校 西田 晶海さん

　

ぼ
く
は
父
の
転
勤
に
伴
い
五
回
の
引
っ
越
し
の
後
、
六
年
前
か
ら
稲
城
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。
両

親
は
家
族
の
事
を
考
え
て
、
こ
の
稲
城
市
若
葉
台
を
「 
終 
の
住
み
か
」
と
し
て
選
ん
だ
の
で
す
。
稲

つ
い

城
市
に
来
る
前
は
神
奈
川
の
山
や
川
で
遊
ん
で
過
ご
し
て
い
た
の
で
、
東
京
に
引
っ
越
す
と
知
り
自

然
と
離
れ
都
会
で
暮
ら
す
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
稲
城
市
若
葉
台
に
は
自
然
が
多
く
残

っ
て
い
ま
し
た
。
野
性
の
キ
ジ
、
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
の
昆
虫
、
親
水
公
園
の
ホ
タ
ル
、

ザ
リ
ガ
ニ
、
サ
ワ
ガ
ニ
、
メ
ダ
カ
な
ど
生
き
物
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ぼ
く
は
小
学
校
の
六
年
間
を

こ
の
自
然
の
中
で
生
き
物
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
育
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
緑
あ
ふ
れ
る
稲
城
が
大

好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
数
年
間
で
ぼ
く
の
家
の
周
り
は
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
大
規
模
な
マ
ン

シ
ョ
ン
や
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
で
き
て
、
車
の
交
通
量
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
朝
、
キ

ジ
の
鳴
き
声
で
眼
が
覚
め
る
事
も
な
く
な
り
姿
も
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
以
前
は
歩
道

を
歩
い
て
い
る
と
、
草
む
ら
か
ら
何
匹
も
ト
カ
ゲ
や
カ
ナ
ヘ
ビ
が
出
て
き
た
の
に
、
今
で
は
探
さ
な

い
と
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
二
〜
三
年
前
ま
で
は
玄
関
の
明
か
り
に
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
が
集
ま

っ
て
く
る
事
も
あ
っ
た
の
に
、
今
年
の
夏
は
一
匹
も
見
ま
せ
ん
で
し
た
。
キ
ジ
や
虫
た
ち
の
住
み
か

で
あ
っ
た
草
む
ら
は
、
草
が
刈
ら
れ
、
整
地
さ
れ
次
々
と
建
設
予
定
地
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

人
間
が
便
利
に
快
適
に
暮
ら
す
為
に
は
開
発
も
必
要
で
す
。人
が
暮
ら
し
や
す
い
街
づ
く
り
に
は
、

自
然
に
手
を
加
え
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
残
し
て
お
く
べ
き
自
然
と
開
発
す
べ
き
場

所
を
何
十
年
先
の
事
も
考
え
て
、
し
っ
か
り
と
選
択
す
る
事
で
す
。
最
近
問
題
に
な
っ
て
い
る
南
山

問
題
は
、
人
間
が
都
市
開
発
計
画
を
し
て
山
林
を
切
り
開
き
、
山
砂
を
採
取
し
、
必
要
が
な
く
な
っ

て
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
事
が
原
因
で
す
。
人
間
が
山
を
崩
し
、
山
砂
を
採
取
し
た
跡
地
は
、
危
険

な
崖
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
一
度
人
間
が
手
を
加
え
て
し
ま
っ
た
自
然
は
も
と
に
は
戻
ら

ず
、
危
険
な
崖
地
と
な
っ
た
今
は
、
人
間
の
手
に
よ
っ
て
改
善
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
南

山
の
里
山
に
は
、
ま
だ
ま
だ
豊
か
な
自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
。
で
き
る
限
り
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
を

残
し
た
都
市
計
画
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
公
園
や
緑
地
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
と
い
う
の
で
は

な
く
、
今
あ
る
自
然
を
守
る
と
い
う
計
画
で
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
す
。
ぼ
く
自
身
、
き

れ
い
に
整
備
さ
れ
た
芝
生
や
ブ
ラ
ン
コ
や
す
べ
り
台
の
あ
る
公
園
で
遊
ぶ
よ
り
、
草
原
や
雑
木
林
で

遊
ぶ
こ
と
が
大
好
き
で
し
た
。
人
間
が
ど
ん
な
に
優
れ
た
技
術
を
使
っ
て
も
自
然
を
作
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
稲
城
の
街
づ
く
り
は
、
人
間
に
と
っ
て
快
適
な
だ
け
で
な
く
自
然
の
生
き
物
に
と
っ

て
も
住
み
や
す
い
街
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
人
と
自
然
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
十
年
、
二
十
年
後
も
稲
城
市
が
大
好
き
だ
と
言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
の
未
来
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
絵
画
・
作
文
を
募
集
し
、
絵
画
３
８
７
作
品
、

作
文
２
１
８
作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
審
査
会
で
選
出
し
た
入
賞（
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作
）作
品
の
う
ち
、
「
中
学
生
作
文
の

部
」
の
最
優
秀
作
品
と
「
小
学
生
絵
画
の
部
」
の
最
優
秀
作
品
・
優
秀
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
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長
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総
合
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画
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人
と
自
然
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り

稲
城
第
六
中
学
校

近
藤

良
樹
さ
ん

市市
のの
未未
来来
やや
まま
ちち
づづ
くく
りり
にに
関関
すす
るる

絵絵
画画
・・
作作
文文

最最
優優
秀秀
賞賞


